
85.0 %

売上高構成比 

■ 当社グループキャリアショップ店舗数  （直営店・代理店含む）（2018年9月末現在）

■ 店舗投資 ■ 人財教育

モバイル事業 Mobile Telecommunication Business

携帯電話等の販売及び代理店業務

通信事業者にとって販売代理店は、日々多くのユーザーと接するチャネル。
携帯電話の流通や販売において重要な役割を担っております。

■ 業界におけるティーガイアの役割と位置付け

2019年3月期 第2四半期（累計）

売上高

2,036億円
営業利益

54.8億円
四半期純利益

37.0億円

事業別の業績と取り組み

コラボレーションショップ Smart Labo 新店舗

直営キャリアショップ新店舗

博多駅地下街店

４店舗運営中

コクーンシティ さいたま新都心

auショップ イオンタウン姶良
（鹿児島県）

楽天モバイル ららぽーと磐田店
（静岡県）

2018年10月１日 OPEN

ドコモショップ

281店
内直営店173店

auショップ

417店
内直営店85店

ソフトバンク
ショップ

347店
内直営店40店

UQスポット

32店
内直営店9店

ワイモバイル
ショップ

35店
内直営店2店

楽天モバイル
ショップ

17店
内直営店17店

1,129店
内直営店326店

合計

柔軟な
プログラム

蓄積された
ノウハウ

現場力の
高い講師陣

●自社はもちろん、パートナー
代理店も含めたTGグループ
に研修・教育を実施　

●モバイル業界を中心に幅広い
研修・教育サービスを提供
【主要受託実績】
・全国携帯電話販売代理店協会
・CATV事業者
・銀行、自動車メーカー等、他業界
での実績多数

●スタッフ向けeラーニング
サービス「CDA ONLINE」
コンテンツを拡充

当社グループ会社（株）キャリアデザイン・アカデミーを通じ、
業界最大手のノウハウを活かして人財育成を推進

■ 売上高　■ 営業利益　■ 四半期純利益　（億円） 

2018年3月期 
第2四半期（累計）

2,091

43.4
27.8

2,036

54.8
37.0

2019年3月期 
第2四半期（累計）

携帯電話販売業界

の特徴

質の高い販売員

安心できる
アフターサービス

豊富な品揃え NTTドコモ、 au（KDDI）、
ソフトバンクなど

通信事業者
（サービス提供者）

● 通信インフラの整備
● 新サービスの提供

（キャリアショップ・
併売店）

直営店

（キャリアショップ・
併売店）

代理店

（家電量販店・
総合スーパー）

量販店

ユ
ー
ザ
ー（
お
客
様
）

多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て

携
帯
電
話
を
販
売

直
販

委
託
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楽天モバイル



● 通信インフラの整備　● 新サービスの提供
NTTドコモ、 au（KDDI）、ソフトバンクなど

通信事業者
（サービス提供者）

代理店

法人顧客

サ
ー
ビ
ス
提
供

サ
ー
ビ
ス
利
用
・
料
金
の
支
払

受取手数料

支払手数料

代金の
受取

携帯電話、
各種サービスの
販売・契約の取次

代金の
支払

携帯電話の
仕入

5.4 %

売上高構成比 

2019年3月期 第2四半期（累計）

支払い有効化有効化
依頼

ユーザー（お客様）

事業者

コンビニエンスストア等

支払い有効化有効化
依頼

支払い有効化購入

利
用

サ
ー
ビ
ス
提
供

■ギフトカード取り扱い店
コンビニエンスストア、ドラッグストア、スーパーマーケット等
（その他、当社の一部直営店等）

携帯電話販売事業（法人顧客向け） ギフトカードの販売モデル

9.6 %
売上高構成比 

2019年3月期 第2四半期（累計）

※2018年3月期第4四半期より、㈱クオカードのカード退蔵益を営業外収益として
計上しております。

ソリューション事業 Enterprise Solution Business

法人顧客向けの携帯電話等の販売やソリューションサービスの提供、固定通信サービスの販売取次業務

事業別の業績と取り組み

決済サービス事業他 Settlement Service & Other Business

決済サービス、海外事業、その他新規事業

グループ会社日本ワムネット㈱と
共同でRPAビジネス推進中

共同で中小企業・小規模事業者の
業務効率化による生産性向上をサポート

※ 「ロボティック・プロセス・オートメーション」の略語。
　人工知能を備えたソフトウェアのロボット技術により、
　定型的な事務作業を自動化・効率化すること。

※ビジネス開始 ㈱クオカード取り組み

　既存QUOカードの発行・利用 好調
「デジタル版QUOカード」発行開始に向け取り組み推進中

人気シリーズの商品拡充や
販路拡大へ取組む

【デジタルQUO利用イメージ】

ネットでもらって、コンビニ等の
リアル店舗で“すぐに”使える

● QUOカード発行高

2018年3月期 
第2四半期（累計）

2019年3月期 
第2四半期（累計）

売上高

130億円
営業利益

10.3億円
四半期純利益

7.1億円

売上高

231億円
営業利益

3.5億円
四半期純利益

24.6億円

■ 売上高　■ 営業利益　■ 四半期純利益　（億円） 

2018年3月期 
第2四半期（累計）

119

9.3
6.5

130

10.3
7.1

2019年3月期 
第2四半期（累計）

■ 売上高　■ 営業利益　■ 四半期純利益　（億円） 

2018年3月期 
第2四半期（累計）

277

6.6 4.6

231

3.5

24.6

2019年3月期 
第2四半期（累計）
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1. ネットでもらって 2. スマホで貯めて 3. “お店ですぐ”使える
→アンケート回答や

→飲料の購入
　キャンペーン等

デジタル版
QUOカード

約15％増

■
■


